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　教職員の皆様には日頃より教弘保険を通じまして、（公財）日教弘千葉支部の事業に対して深い
ご理解とご支援をいただいておりますことに心より感謝申し上げます。また、教弘保険の加入者が
増えることで、教育振興事業を年々拡充することができております。重ねて御礼申し上げます。
　さて、この教育実践研究論文の募集事業は、当支部の教育振興事業の大きな柱の一つとなってい
ます。「きょうこう2019年冬号」の中で、日教弘論文審査選考委員の文部科学省初等中等教育局　
清原洋一主任視学官が「求める論文像」として次の４点を挙げています。
　①日常の研究している状況や実践が目に浮かぶような論文
　②児童生徒に還元できる論文
　③取り組みを通して、児童生徒の変容やどのように成長したのか見える論文
　④他の学校で「実践してみよう」「私の学校でもやってみよう」と思える論文
　今回は学校部門24点、個人・グループ部門18点、合計42点の応募がありました。いずれも日々の
教育実践への工夫改善と児童生徒の成長の様子を伺うことができ、審査員の先生方からは、素晴ら
しい実践研究であるとの高い評価をいただくことができました。
　厳正な審査結果、今回入賞された方々は別掲の通りです。入賞された皆様には心よりお祝いを申
し上げます。また、今回入賞できなかった先生方におかれましても、引き続き研究を深められその
成果を教育実践に生かしていただきたいと思います。これまでの小学校・中学校・高等学校・特別
支援学校に加え、次年度は幼稚園からの応募に期待しています。
　今年の１月、中央教育審議会から教員の働き方改革の答申が出されました。併せて、「公立学校の
教師の勤務時間の上限に関するガイドライン」も提示されました。一方「主体的学び・対話的な学び」
をどう実現するか各校種での共通した課題です。今年の４月からは小学校に続いて、中学校でも道
徳の教科書を使った授業が開始されます。多忙化解消が叫ばれる中、こうした様々な変化が押し寄
せています。このような教育環境の中で、自らの指導力の向上を図ることは教職員にとって重要な
使命であります。本冊子に掲載された研究の成果を参考として日々の教育実践に役立てていただけ
れば、この事業は大きな成果を上げることになり、当財団としてこれに勝る喜びはありません。
　当支部としましては、今後も公益財団法人としての事業の充実を図り、児童生徒の学びやすい環
境づくりや学校教育の支援など、「最終受益者は子ども達」という理念のもと、教育振興事業の充
実に邁進してまいります。今後、多くの先生方に教弘会員になっていただき、引き続きご支援をい
ただきますようお願い申し上げます。
　末筆ながら、この間審査委員長としてご指導いただいた千葉県総合教育センター所長　秋元大輔
様をはじめ各審査委員の先生方、さらには論文をお寄せいただいたすべての方に感謝とお礼を申し
上げまして、巻頭のご挨拶とさせていただきます。

　　　　　　「教育実践研究論文集」第33号の発刊に寄せて

公益財団法人 日本教育公務員弘済会千葉支部

支 部 長　安　西　和　彦
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　小・中学校学習指導要領に続き、昨年度末に高等学校の学習指導要領が公示されました。各学
校現場では、全面実施に向けての取組を進めていることと拝察いたします。今回の改訂は子ど
もたちが成長した2030年以降の社会の在り方を見据えて行われました。また、内閣府が公表した

「Society5.0」では、IoT、ロボット、人口知能（AI）、ビッグデータ等の先端技術をあらゆる産業
や社会生活に取り入れた第4次産業革命によって新しい価値やサービスが次々と創り出される超ス
マート社会の姿が描かれています。新たな時代において学校はどうあるべきか、教育はどうあるべ
きかなどの議論が進められています。その一方で、働き方改革の中で教職員の業務を見直し、働き
方を変えていくことが求められています。
　このような学校・教育の変革の時期に、本年度も公益財団法人日本教育公務員弘済会千葉支部主
催による「教育実践研究論文」の募集に、学校部門に24点、個人・グループ部門に18点の合計42点
の応募がありました。意識を高く持ち積極的に研究に取り組み応募された先生方の熱意に、先ずは
心から敬意を表したいと思います。
　本年度に応募いただいた論文は、学校の実態に応じ学力向上などの課題に積極的に取り組んだも
の、地域の特色を生かし地域の教育力を生かした創意あふれる教育実践、長年の教育活動を地道に
積み上げたもの、子どもたちの能力を引き出して資質を高める意欲的な指導方法の研究、働き方改
革にもつながる教員の業務改善に資する研究など、いずれも学校の今日的課題の解決に向けて誠実
に取り組んだ論文でした。
　審査においては様々な意見が出される中、「理論と実践が一体となりデータ検証や客観的な分析
ができているか」「実践の汎用性や具体性の程度はどうか」「当該校の教育活動の改善に資するもの
であるか」「児童生徒の資質・能力の向上等につながっているか」などを観点として、学校部門、
個人・グループ部門の受賞者を決定していきました。特に、エビデンスベーストに基づき他の学校
でも参考にできるかの観点を重視し審査を進めましたが、優れた論文が多く、本年度は個人・グル
ープ部門の優良賞を1点多く選出させていただきました。
　先に述べましたとおり、新たな時代に向けた変革の時だからこそ、教職員が学び続ける姿勢がま
すます重要になってきています。論文に応募された先生方、受賞された皆様には、常に学び続ける
教職員の代表として、千葉県の教育を力強く牽引していただくことを期待いたします。併せて、未
来を担う子どもたちのため、ここに掲載された研究論文に刺激を受けた多くの先生方が、新しい研
究テーマにチャレンジして、あらためてその成果を次年度以降の研究論文に応募するような流れが
できれば、事業の効果はますます大きなものになると感じています。
　結びに、教育実践研究論文を募集されました公益財団法人日本教育公務員共済会千葉支部様に敬
意を表するとともに、貴法人のますますの発展を祈念して、講評とさせていただきます。

　　　　　　　新たな時代に向けての教育のために

審査委員長　　　　　　　　　　
千葉県総合教育センター所長　　

秋　元　大　輔
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審　査　委　員

受 賞 者 の 皆 様

（敬称略）

審 査 委 員 長 千葉県総合教育センター　所長 秋　元　大　輔
審 査 委 員 千葉県総合教育センター　部長 古　市　利　行
審 査 委 員 千葉県高等学校長協会　　会長 廣　部　泰　紀
審 査 委 員 千葉県小学校長会　　　　会長 中　村　祥　一
審 査 委 員 千葉県中学校長会　　　　副会長 吉　田　洋　一
審 査 委 員 元小学校校長 鈴　木　郁　夫
審 査 委 員 元小学校校長 佐　藤　　　進
審 査 委 員 元中学校校長 泉　　　晴　行
審 査 委 員 元特別支援学校校長 永　吉　　　諒
審 査 委 員 元小学校校長 小　寺　道　明
審 査 委 員 元中学校校長 石　井　　　章
審 査 委 員 元小学校校長 菅　谷　充　雅
審 査 委 員 元高等学校校長 小　川　輝　男
審 査 委 員 元小学校校長 内　田　和　子
審 査 委 員 元小学校校長 三　上　雄　二
審 査 委 員 株式会社千葉教弘　代表取締役 大　竹　誠　司
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【奨励賞（佳作）】
　学校部門

千葉県立我孫子東高等学校 校長 稲村　光男
振り返りを大切にした指導「授業から学びへ、そして生徒
の成長へ」

千葉市立都小学校 校長 小坂　裕皇 学習の楽しさを実感し、自ら学ぶ子どもの育成

千葉市立轟町小学校 校長 尾高　正浩 自己を見つめ、よりよく生きようとする子供の育成

松戸市立矢切小学校 校長 淺岡　裕子 生活科・総合的な学習の時間における授業実践

松戸市立根木内小学校 校長 田中舘　明 1小1中の強みを生かした小中地域連携の在り方

松戸市立和名ケ谷小学校 校長 伊堂寺公二 外国語教科化に向けた学級担任の指導力向上を目指して

松戸市立金ケ作小学校 校長 池田　笑子 思考し、議論する道徳の授業づくり

柏市立柏第四小学校 校長 山本　綾子 自主性・主体性の育成に向けて

柏市立柏第五小学校 校長 片岡　通有 カリキュラム・マネジメント確立へ向けての一考察

流山市立八木南小学校 校長 佐藤　智子
“えがおとつながりを大切にする学校”の実現を目指した
小規模校の取り組み

富里市立富里第一小学校 校長 梅里　之朗 意欲的に学習し、共に伸び合う子の育成

香取市立小見川中央小学校 校長 多田　成明 主体的に学びに向かい、課題を追求する児童の育成

布施学校組合立布施小学校 校長 吉野　康彦 児童の主体性を育む教育をめざして

いすみ市立長者小学校 校長 鈴木　　栄 身近な自然環境を理解し、環境を守ろうとする子どもの育成

鴨川市立江見小学校 校長 瀧口　正勝
自らの命を守りぬくために主体的に行動し、共に助け合う
ことのできる児童の育成

木更津市立鎌足小学校 校長 榎本　　聡 児童に感謝の心を育てる食育の実践

君津市立周南小学校 校長 三田　彰一 組織力を高め、学校教育目標に迫る校内研修の在り方

君津市立小櫃小学校 校長 山村由美子 地域と共に歩む学校を目指して
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【奨励賞（佳作）】
　個人・グループ部門

千葉県立館山総合高等学校

教諭 
教諭 
教諭 
教諭 
教諭 
講師

吉野佳菜子 
瀬戸　佳子 
白鳥　陽子 
筒井　智会 
安部　美咲 
小谷美恵子

協働型・双方向型学習による主体的・対話的で深い学びの授
業作り

千葉県立柏高等学校 教諭 山見　尚喜 問題解決型の理科授業

千葉県立清水高等学校 教諭 井之川和信 生徒が共に教え合うバスケットボールの授業

千葉市立稲毛高等学校 教諭 杉本　　優 短期語学研修による自己肯定感向上の可能性

千葉県立富里特別支援学校 教諭 谷口　貴啓
知的特別支援学校における医療的ケアを必要としている生
徒の進路指導

船橋市立習志野台第二小学校 教諭 河野　太郎 「確かな学力」をはぐくむ指導の追究

習志野市立津田沼小学校 教諭 関　　智哲 俳句創作入門期における年間カリキュラムの研究

習志野市立谷津小学校 教諭 鈴木　浩之 子どもの問題意識を持続させる社会科授業の工夫

八千代市立村上小学校 教諭 寺岡　敦子 国際理解教育につながる日本語指導の実践

柏市立風早南部小学校 教諭 佐々木邦道 ＜イメージ豊かに考える楽しさ＞を求めて

習志野市立第一中学校
ｽｸｰﾙ

ｶｳﾝｾﾗｰ
小沼　　豊 いじめの一次予防におけるアセスメントに関する一考察
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